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津
波
避
難
訓
練
を
実
施

国
民
健
康
保
険
か
ら
お
知
ら
せ
！

６
月
23
日
（
土
）
　
午
前
９
時
～

平
成
30
年
度
か
ら
国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
・
税
額
が
変
わ
り
ま
す
。

　津
波
発
生
を
想
定
し
、
自
分
の
身

を
守
る
こ
と
に
重
点
を
置
き
、
自
宅

等
か
ら
安
全
な
高
台
ま
で
避
難
す
る

訓
練
を
行
い
ま
す
。

　避
難
時
は
「
火
の
始
末
」
や
「
戸

締
り
」
に
も
注
意
。
訓
練
終
了
後
は

「
避
難
経
路
の
危
険
箇
所
の
有
無
」

「
避
難
時
間
」「
家
族
と
の
連
絡
方

法
」
な
ど
に
つ
い
て
家
族
や
地
域
で

【
税
額
・
税
率
】

　平
成
30
年
度
か
ら
、
国
民
健
康
保

険
税
の
税
率
・
税
額
を
次
の
よ
う
に

改
正
し
ま
す
（
表
１
）。

【
軽
減
額
の
拡
大
】

　国
民
健
康
保
険
加
入
世
帯
の
前
年

の
所
得
が
、
一
定
額
以
下
の
場
合
、

一
世
帯
に
か
か
る
平
等
割
や
、
被
保

険
者
一
人
あ
た
り
に
か
か
る
均
等
割

の
軽
減
の
範
囲
を
、
次
の
よ
う
に
拡

大
し
ま
す
（
表
２
）。

　国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
は
、

毎
月
の
保
険
料
を
納
め
て
い
た
だ
く

必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
申
請
に
よ
り

日
本
年
金
機
構
か
ら
承
認
を
受
け
る

と
保
険
料
の
免
除
、
納
付
猶
予
が
受

け
ら
れ
ま
す
。

申
請
で
き
る
方

　収
入
の
大
幅
な
減
少
や
失
業
等
に

よ
り
、
経
済
的
に
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
が
困
難
で
あ
る
方

申
請
期
間

　
７
月
２
日（
月
）～
平
成
31
年
６
月

そ
の
他

　免
除
等
の
申
請
は
２
年
１
か
月
前

ま
で
さ
か
上
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
申
請
し
た
か
ら
と
い
っ
て

必
ず
承
認
さ
れ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

詳
細
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
平
塚
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課

�

☎
（
22
）
１
５
１
５

　町
民
課

　☎
内
線
２
６
８

※�

軽
減
は
、
前
年
の
所
得
に
応
じ
て

適
用
さ
れ
る
た
め
、
所
得
の
申
告

を
行
わ
な
い
と
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

必
ず
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
町
民
課

　☎
内
線
２
７
４

　詳
細
は
、
６
月
中
旬
に
発
送
予
定

の
国
民
健
康
保
険
税
納
税
通
知
書
を

ご
参
照
く
だ
さ
い
。

問
危
機
管
理
課

�

☎
内
線
２
４
１

（表１）　国民健康保険税の税額・税率表 ◎改正条例適用：平成30年４月１日より
医療費分 後期高齢者支援金分 ※１ 介護納付金分 ※２

所得割 均等割 平等割 限度額 ※３ 所得割 均等割 限度額 ※３ 所得割 均等割 限度額 ※３

平成
30年度 6.1％ 23,000円 21,000円 58万円 2.7％ 12,500円 19万円 2.2％ 11,500円 16万円

前年度比 0.4ポイント
増

1,000円
増

6,000円
減

40,000円
増

0.2ポイント
増

1,500円
増 増減なし 0.1ポイント

増 増減なし 増減なし

※１　 後期高齢者支援金分とは、後期高齢者医療制度を支援していくため、75歳未満の加入者にご負担
いただく支援金のことです。

※２　 介護納付金分とは、40歳～64歳の加入者にご負担いただく介護保険料のことです。
※３　 限度額とは、医療費分・後期高齢者支援金分・介護納付金分のそれぞれの額を算出した際、課税

される額の上限です。

（表２）低所得世帯に対する軽減額
軽減割合 世帯主、加入者及び特定同一世帯所属者の前年中の所得の合計額

７割軽減 33万円以下

５割軽減 33万円＋27.5万円×世帯主、加入者・特定同一世帯所属者の数　以下
（下線部前年比変更あり：平成2９年度27万円）

２割軽減 33万円＋50万円×世帯主、加入者・特定同一世帯所属者の数　以下
（下線部前年比変更あり：平成2９年度４9万円）

○ 特定同一世帯所属者とは、世帯内で国民健康保険から後期高齢者
医療制度へ移行した方です。

○ 世帯の所得が（表２）で算出された金額を上回った場合、軽減の
対象にはなりません。

ご
納
付
は
便
利
な

口
座
振
替
を
‼

平
成
30
年
度
国
民
年
金
の
保
険
料

免
除
・
納
付
猶
予
制
度

話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。
海
岸
か
ら
離

れ
た
津
波
浸
水
想
定
の
無
い
地
区
で

は
、「
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
」
や
災
害

に
備
え
た
確
認
を
し
ま
し
ょ
う
。

※�

詳
し
く
は
広
報
お
お
い
そ
６
月
号

と
同
時
配
布
し
ま
す
水
色
の
チ
ラ

シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
津
波
浸

水
想
定
の
無
い
地
区
に
は
回
覧
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。）
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　多
年
に
わ
た
り
戦
没
者
遺
族
の
援
護
に
貢
献
し
た
功
績

が
認
め
ら
れ
、
２
名
の
方
が
、
県
知
事
よ
り
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

　今
後
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

　古
部

　田
鶴
子
さ
ん
（
大
磯
）
が
４
月
に
満
百
歳
の
お

誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

　こ
れ
か
ら
も
、
健
康
に
留
意
さ
れ
、
元
気
に
過
ご
さ
れ

ま
す
よ
う
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

春
の
叙
勲

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　毎
年
、
５
月
５
日
に
開
催
さ
れ
る
、
相
模

国
府
祭
に
参
加
し
ま
し
た
。

　相
模
国
府
祭
は
、
大
磯
町
国
府
本
郷
に
お

い
て
、
相
模
の
六
社
が
集
い
、
国
家
安
泰
、

五
穀
豊
穣
を
祈
念
す
る
相
模
国
最
大
で
千
余

年
の
伝
統
を
持
つ
祭
典
で
あ
り
、
神
奈
川
県

の
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　祭
典
当
日
は
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
多
く

の
観
光
客
や
地
元
の
子
ど
も
た
ち
の
姿
を
目

に
し
ま
し
た
。子
ど
も
た
ち
が
、出
店
で
買
っ

た
カ
キ
氷
や
飲
み
物
を
片
手
に
友
達
同
士
で
、

楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て
い
る
姿
や
、
色
と

り
ど
り
に
飾
ら
れ
た
山
車
で
、
囃
子
太
鼓
を

リ
ズ
ム
よ
く
叩
い
て
い
る
姿
を
写
真
に
収
め

て
い
る
大
人
た
ち
の
姿
を
目
に
し
て
心
温
ま

る
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

　ま
た
、
今
年
は
天
皇
陛
下
即
位
30
周
年
記

念
と
い
う
こ
と
で
、
６
つ
の
豪
華
な
大
神
輿

が
集
ま
っ
た
壮
観
な
光
景
や
珍
し
い
神
事
を

見
な
が
ら
、
昔
の
人
々
が
作
っ
て
き
た
歴
史

に
思
い
を
馳
せ
、
観
光
客
の
方
々
と
一
緒
に

見
入
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　国
府
祭
な
ど
の
伝
統
行
事
と
と
も
に
培
わ

れ
て
き
た
大
磯
の
歴
史
は
、
大
き
な
財
産
で

あ
り
ま
す
。
今
後
も
大
切
な
財
産
が
次
世
代

に
受
け
継
が
れ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
お
り

ま
す
。

相
模
国
府
祭

走る！！走る！！走る！！走る！！走る！！走 ！！
がが

走走走走走る走走走 �

春
の
叙
勲
を
２
名
が
受
章

　平
成
30
年
春
の
叙
勲
の
受
章
者
が
発
表
さ
れ
、
町
内
か

ら
は
２
名
の
方
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　永
年
の
功
績
に
敬
意
を
表
し
、
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を

祈
念
い
た
し
ま
す
。

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

問
政
策
課

　☎
内
線
２
１
３

瑞
宝
単
光
章
（
統
計
調
査
功
労
）

瑞
宝
単
光
章
（
鉄
道
業
務
功
労
）

問
福
祉
課

　☎
内
線
３
１
６

問
福
祉
課

　☎
内
線
３
０
３

古部 田鶴子さん
（大磯）

神田 勝三さん
（国府新宿）

土屋 良明さん
（西小磯）

平
成
30
年
度
神
奈
川
県

戦
没
者
遺
族
援
護
事
業
功
労
者
表
彰

百
歳
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

飯倉 佐智代さん
統計調査員

（国府新宿）

添田 公一さん
元　JR東日本旅客鉄道㈱

八王子信号通信区長
（国府本郷）


